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	響きあう身体、越境する音楽
	森松慶子、李雅心の視点
	予約不要 参加無料
	開演 18:00  終演 20:00
	電子オルガン・作編曲

	森松　慶子
	Views of Keiko Morimatsu (Ph.D.2024) - 響きあう身体 -
	メゾソプラノ・音楽学

	李雅心
	Views of Yaxin Li（Ph.D.2025) - 越境する音楽 -
	2026.10.19 Mon  場所：神戸大学大学院人間発達環境学研究科 C111 主催：神戸大学大学院人間発達環境学研究科 学術Weeks2026 / 企画：音楽文化史研究室 問い合わせ：大田美佐子 misaohta@kobe-u.ac.jp
	音楽文化のトランスボーダープラス：vol.11 明日を拓く学びを奏でる
	「まるで〇〇そっくり」「一人で弾いているとは思えない」 と“褒め”られてしまうことが多い電子オルガン。 電子オルガンではない楽器のサウンドに似れば似るほど「リアルだ」と”評価”されることもよくある。そういうところも確かに面白い楽器だが、自分が実現したいのは、そこで一人の奏者が電子オルガンを弾いている以上でも以下でもない、等身大のあり様。 それが自分にとっての電子オルガンのリアリティ。 そんなことを考えては弾き、弾いては書き、を40年近く繰り返すうちに「身体性」「共感」「ことば」というキーワードたちとの出会いに恵まれた。折しも世はAI大興隆中。電子オルガンのことを考える中で授かったキーワードたちは多分、現代という時代を生身の身体で生きていく上でも何かしら希望や勇気を与えてくれるものではないかと、少し大袈裟なことも考えてしまっている。



	濵﨑 香代子
	（ピアノ）
	愛媛県出身。岡山大学教育学部中学音楽専攻卒業後、中学の音楽教師を経て現在自宅で音楽教室を主宰しつつ、演奏活動をおこなっている。「オーケストラと似ているかどうかだけを基準に評価されそう」という理由でコンチェルト演奏をむしろ避けていた森松が、コンチェルトに関わる自分なりの意義を見出すきっかけを作った、張本人でもある。



